






備事業」である。平成二十四年度にスタートしたこの事業において、宮古島の御嶽や史跡を訪ねる散策コースと て整備されているのが「綾道」であ 「綾道」とは宮古島の言葉で「趣のある道」という意味であ 宮古島市教育委員会は、観光客が「綾道」をたどって宮古島の歴 や文化に触れることができるように、その名も『綾道』という冊子を作製した。平成二十五年三月に『綾道
　
砂川・友利コース』を刊行したことを
皮切りに、二〇一七年一月現在で『平良北コース』 『下地・来間コース』 『宮国・新里コース』 『戦争遺跡編』の五種類を刊行している。なお、この綾道にはロ ドマップも作成されてる。もちろん、地図は冊子『綾 』にも記載されてい が、ロードマップの方がルート より細かく、かつ写真入 で記されているので、観光客はその道順にしたがえば 掲載されたすべての史跡を訪ねることができるよう なっている。　
試みに、 『平良北コース』をたどってみよう。 『平良北コー































二神による宮古島創世神話や人蛇婚説話などの話が伝わっている。また、十五世紀末から十六世紀初めにかけて宮古島を統治した仲宗根豊見親玄雅が、一五〇〇年に八重山諸島の石垣 で勃発 オヤケアカハチの乱に際して漲水御嶽に戦勝祈願をし、見事勝利を得ることができたので御嶽の囲いを新しくして信仰を深く というエピソードも残っている。　
涌川まさりゃ御嶽は「竜宮伝説」を伝える である。沖縄






































沖縄本島に見られる亀甲墓 代表される横穴式墓地の折衷様式となっている。このミャーカについて、稲村賢敷はミャーカが巨石で囲われているために巨石墓地とし 西欧地中海沿岸に残るドルメンに似 ドルメンの一種とし 紹介されていると記している。宮古島には代表的なミャーカ て大立大殿のミャーカ、川満大殿のミャーカ 多良間島の土原豊見親春源のミャーカなど多くのミャーカが残っている。稲村は前掲書でミャーカを規模の大小と石工技術の優劣によって上中三級に分類している。規模が きく も優れているミャーカが上級であり、川満大殿や土原豊見親春源のミャーカなどを挙げている。
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まぶなりの美貌に迷い、なんとかしてまぶなりの側近くに行ってたばかろうと思ったが果たせず、故意に針路を誤って多良間島に漂着したという。多良間島の浜に漂着したまぶなりに「仲井またす」という者が非礼を働き まぶなりはとうとう息絶えてしまっ 。そして、 「あらぶ立よのし」という者がを見つけ自分の着物を脱いでまぶなりの遺体にかぶせ、人を集めて衣装を新しくして「ふ つ瀬」に葬ったという。仲屋まぶなり御嶽はこの ぶなりを祀った小さな御嶽であり、まぶなりの墓は多良間島に今も残っ いる。　
ドイツ皇帝博愛記念碑は、ドイツ皇帝ヴィルヘルム一世の命




ている」と讒言し、金志川豊見親には「金志川豊見親が主家を滅ぼして島主になろうという野心を持っていると仲屋金盛が疑っている」と讒言した。その後、間もなくして仲屋金盛から宴に招かれた金志川豊見親は宴が行われていた野原岳に馳せ参じたが、宴もたけなわとなった頃 仲屋金盛の合図ととも 森林の中から伏兵が現れ 金志川豊見親を討とうとした。金志川豊見親は自らが主家に手向かう理由もなく、心には一点の曇りもないと訴え、刀をくわえ 断崖から飛び降りて亡くなった。領民は金志川豊見親の死を悼み、事の次第を王府に訴えたため、仲屋金盛は尚清王の怒り 招い 糾問されること なった。ことここに至って、仲屋金盛は自らの行いを恥じる ともに、讒言した中屋勢頭を手打ちにして自害 たのである。　
仲屋まぶなりは、野原岳の変後、金盛の犯した罪科によって
王府に召し出された。当時、重罪人の子女は「オヤケコ 称して 城内 召し使われるなら であっ という。しかし、まぶなりは故郷の宮古島を忘れることはなかった。 『宮古島旧記』は「其の身は金殿玉楼に遊んで天上の姿を得るといへども吾が故郷を思ひ忘るるひまなけ ば、あかき夜々楼上 上りて西海をながめ、夜半の鐘声 煩悩の眠りをさまし、南風除ろに来りて袖に入れば故郷 おもかげ目の前にうかぶ」と記している。こうしたまぶなりの様子を痛ま いと思った国王がまぶなりを召し、寵愛した。そして、まぶなりは懐妊 のであったが、それが城中の女官 ちからの嫉妬を招いたた まぶなりは国王に請うて宮古島への帰島 許された。ところが、船頭が
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報するを為すこと有り。今番、始めて烽火を中山の各処並びに諸外島に建つ。而して貢船二隻 久米・慶良間・渡名喜・粟国・伊江・葉壁等の島に回至すれば 即ち烽火二炬を焼き、一隻なれば即ち烽火一炬を焼く 若し 異国船隻有れば、即ち烽火三炬を焼き、転次伝へ焼きて、以て早く中山に知らしむるを為す。
　
尚賢王は琉球王国第二尚氏王統第九代国王で、一六四一年か
ら四七年まで国王の地位にあったが、二二歳の若さでこの世を去っている。その生涯は短いものではあったが、遠見番所制度を設けたことで琉球王国の歴史にそ 名を残し 。一六〇九年の薩摩の琉球侵略以降、実質的に薩摩の支配下にあった琉球王国は、江戸幕府の下で鎖国体制がととのえられつつあった当時の状況を受けて、異国船の監視を求められていた あろう。尚賢王 父で先代国王の尚豊王 一九
（一六三九）
年には「南蛮





















島」であり、降神島と大神島にはそもそも島の名前に「神」が含まれている。琉球の世界観、他界観を表すためには神が作った、あるいは神が降りたもうた聖なる島を配置 ることが必要であった。狩俣遠見番所はなぜその場所 設置されたのか。それはそこにのぼっ 大神島をみるこ で説明できる。遠見番所は単に海上警備 必要からのみそこに設置されたのではなく、聖なる島である大神島を拝むという島の人々 世界観を反映した拝所としてそこに設置さ たのである。　（三）多良間島の史跡　多良間島には土原豊見親春源の墓である「ウプメーカ」をは
じめ、多良間神社や運城御嶽、泊御嶽、嶺間御嶽、そして八重山遠見台 宮古遠見台など、貴重な史跡が残っている。　
土原豊見親春源は八重山諸島の石垣島で勃発したオヤケアカ










































「ウプメーカ」から紹介したい。先述のとおり、 「ウプメーカ」は「ミャーカ」という宮古諸島独特の形式で造られた墓であり、稲村賢敷が前掲書で上級に分類しているように、保存状態がよく 形式 よくとどめている。すなわち、中心に遺体を納めた屋根型 石積みを設置し、その周囲を石積みの塀が囲っている。入口はアーチ型の石積みとなっていなお、この南側には土原豊見親の妻のミャーカがある。　
すぐ近くには多良間神社がある。祭神は土原豊見親で 創建














































































































房石」は松川与作 いう漁師が漁に出て何日経っても帰って来ないので、妻は無事を祈っていた その甲斐もなく悲しみのあまりに石になったというもの。 望夫 は狭手彦が唐土に渡る時に残してきた佐与姫が、狭手彦の乗った船を追いかけて姫神島に至り、高所に登って見渡したがもう船影が見えなくなり、悲しみのあまり石になったというもの。 「女郎岩」は平家滅亡のとき ある村 逃げていた一人の女藹が一人の武士に捕えられ責め殺されたため、その怨みで石になったと うもの「美人石」は景行天皇が御所浦を船出して北上したとき、姫が
「野底マーペー伝説」とよばれるもので、この伝説は八重山民謡の「つぃんだら節」に詠われている。この「野底マーペー伝説」とは マーペー」という名の女性と「カニムイ」という名の男性との悲恋物語である。　
マーペーもカニムイもともに黒島出身であった。しかし、琉




み」を語っているということではないだろうか。 「かなしみ」 、すなわちそれは「悲しみ」であり、 「哀しみ」であり、 「愛み」である。これは先に見た他県に残る女性の石化伝説にも共通する点 ろう。　（三）石垣島の津波石　二〇一五年四月二十二日、南米のチリでカルブコ火山が噴火
し、四〇〇〇人を超える人々が避難した。それからわずか三日後の二十五日、今度はネパールでマグニチュード七・五の大規模な地震が発生し 五〇〇〇人を超える死者が出た。日本も、二〇一四年九月に長野県と岐阜県の県境に位置す 御嶽山が噴火し、五〇人を超える死者が出た。さらに、二〇一六年四月十四日、十六日に熊本で大地震が発生したことは記憶に新しいところである。その他にも広島で起きた土砂災害など、日本でも毎年のように大規模な自然災害が起きてい そ 中で最も大きなものが六年前の東 本大震 であったことはいうまでもない。　
東日本大震災においてその被害を大きくした最大の要因は津
波である。十数メートル 高さ 及ぶ巨大津波が沿岸の住宅を、自動車を、逃げ遅れた住民を、ことごとく飲み込んだ。そして一瞬にして町は残骸と化したの った。　
石垣島の東海岸には津波石群があり、国 天然記念物に指定
されている。 「津波大石」はその一つであるが 石は約二〇〇〇年前に発生した「先島津波」によって運ばれてきたも

























一七七一年三月 〇日のことである。なお、 『球陽』には尚穆王の九年、西暦一七六〇年三月二十九日と四月十五日に複数回にわたる大地震があったこと、また同王 七年、西暦一七六八年六月九日にも大地震があり、首里城や玉陵など 石垣が被害を受けたことが記さ おり、尚穆王 治世が多難であったことが か 。 『球陽』 の記事 冒頭を確認して こう。　
　
此の日辰刻、国中より久米及び慶良間島に至るまで、地大





威を感じた琉球の島人たちが、ヒガシとよぶことばをいみさけて、アガルヘといったのではなかろうか いう、うたがもある。太陽のさしのぼるときに生まれた子どもは早死するともいい、西海に没するはなやかな夕日をじっとみつめるものではな 、親の死 めにあえ いなどともいい、らんらんと沈む夕日に思わず指をさし、指先きが れると言われたことに、はっ 気がつき、 先きを口にくわえ がら 七回もぐるぐるまわ ている子どもらの心 、古代人 タブーのおもかげが尾をひいているような気もする
（前出、 「東西南北」 。
なお、仲宗根は、沖縄で「月」に「カナシ」をつけて呼ぶことにもタブーのにおいを強く感じさせられ と記している。 「テダ〈太陽〉とタブー」 、 『琉球語 美しさ』所収）
。
　
西表島の地図を眺めてみ 島 北の端 ニシ崎 で、
南の端が「南風見崎」という地名になっている。沖縄の方言では「北」を「ニシ」といい、 「南」を「ハエ」という。これも仲宗根にしたがうと、 「ニシ」は北という方角だけを意味しているのではなく、 北風 をも意味している。 「ハエ」も正 くは「南風」と記 て「ハエ」という音をあ るのであるが、仲宗根 ハエ がもう南から吹く風という意味を失って南とい
の記憶が色褪せるようなことがあってはいけない。大浜の「津波大石」はそのことを自らの存在自体で語っている。　（四）西表島　八重山諸島で最も大きな島は西表島である。
　「西」と書いて「イリ」と読む。 「東」は「アガリ」である。それが「日の入り」と「日の出」に対応していることは「子どもにでも解ける」と仲宗根政善は書いてい
（ 「東西南北」 、 『琉
球方言の研究』所収）
。沖縄戦で「ひめゆり学徒隊」を引率し、
















住することを人々に説いた。こうして老若男女四、 五〇人が秘かに移住の準備をし、船に乗ってまさに出港しようとしていたとき、一人の女性が家に鍋を忘れた とに気づき、取りに帰った。人びとはそ 戻ってくるのを待っていたがなかなか帰って来な ったため、もはやこれまでとその女性を一人残して出港し、 「楽土」へと旅立って行った。残されたこの女性につい 、岩崎は「婦息ヲ喘マセテ叫ベドモ呼応スルハ無情ノ潮、今ハ気屈シ自ラ衣ヲ裂キ全身ヲ掻キ悶ヘ、覚エズ手ニセル鍋ニテ砂上ヲ掻キツツ狂乱声ヲ放ツテ泣キ心神喪失シ仆レタリ」と記して る。　
柳田は『海南小記』のなかで「新たな島を求めんとする心
は、人の世中が住みうくなる更に以前 ら、久しく島人の間には伝 って居たものだら 」と記 この新たな島を求める心は「島が尽き も絶えなかった 述べ いる。ま 、 『波照間島民俗誌』を著した宮良高弘は、一四世紀初め頃 推測される西表 から波照間島への人 移動の可能性に関す 金関丈夫の説をひきなが 、波照間島から西表島東部へ水をとりに行くという行事を取り上げて それは「島人が、神行事の折に、御嶽の井戸の水を汲み祖先の由緒ある場所へ水祭に行く慣行からみれば、波照間島と西表島と 歴史的・文化的関連を明らか意味している」と指摘している。西表島から波照間島へとやってきた古の人々は、そこで島が尽きても 水平線のかなたにさらに新たな島を求める と やめなかった。パイパティ
う方角だけの意味になっていると記している。　
上原港から西海岸を下って白浜まで行くと、そこから船で船
浮に行くことができる。船浮は半世紀前にイリオモテヤマネコが発見されたところ あ また「イダの浜」という風光明媚な浜 ある。　（五）波照間島　波照間島のことを島の人々は「パティローマ」と呼ぶ。民俗

























































カハチが王府に対して反旗を翻したとき、八重山諸島は群雄割拠の時代を迎えていた。石垣島では大浜地区のアカハチの他にも、石垣地区の長田大翁主、川平地区の仲間満慶山英極、平久保地区の平久保加那按司がいた。石垣島以外では、西表島の慶来慶田城用緒、波照間島の明宇底獅子嘉殿、そ て与那国島のサカイ・イソバが挙げられる。長田大翁主はアカハチと同じく波照間島の生まれであり、妹 古乙姥がアカハチに嫁い いてアカハチとは姻戚関係に ったが、乱に際してアカハチには与せず、一時はアカハチに敗れて西表島の古見に逃げるも、やがて王府軍に合流してともにアカハチを討つこと なる 慶来慶田城用緒は平久保加那按司を討つとともに長田大翁主とは同盟を結び、アカハチと敵対した。仲間満慶山英極は に与していたためにアカハチに討 れ、明宇底獅子嘉殿もアカハチの呼びかけには応じず王府軍 与したためアカハチに討たれている。　
こうした八重山諸島におけるアカハチ優勢という状況を受け
てアカハチの前に立ちはだかったのが宮古島の仲宗根豊見親玄雅であった。仲宗根自身は宮古と八重山による先 連合のようなものを考えていたようであるが が宮古島攻略を考えるに至り、王府に対してアカハチ討伐を進言するに至った。これを受けて、王府は戦船四六隻ととも 約三〇〇〇の兵を派
